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を 妥当と認 め著者等も独立し た一種とせ ず LQDDER の 提唱に 従 つ て ， 本菌株群 の もの を Hanseimta　anomala 　var ．

ti：ferrii　LODDER 　ct・　KREC ｝ER −VAN −　RIJ と した ．
「
本菌株群の もの は本邦に於い て従来報告されて 居 らな い もの で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総
』
　　　 括　　　　　　　　　　ζ

　第 11次 に 検索 し た 菌株 4株に 就 い て ，菌学的諸性質 を吟 味 した 結果，麹 汁及 び 麦芽汁上 産膜性 を欠 くか又 は極
め て 微弱な性質 を重 視 し

　Hansenula　anemala 　var ．　ctferrti 　LODDER 　 et　KREGER −VAN 　RIJ

・に 同定 した。

　終 りに 臨み ，終 始 御指 導 を 賜 わ つ た 小 田 先生 に 厚 く感 謝 の 意 を 表 す る．夊 御校閲 を賜 わ b， 種 々 御 教 示 を戴 い

た 斎藤先 生，照井先生に 衷心 よ り感 謝 の 意 を表 す る．又 WICKDRHAM よ り菌株標本分譲の 御高 配 を戴 い た 醸

酵 研 究所長 谷 川 武 治 氏 に 謝意 を 表 す る．

　 （本 報 の 工部 は 昭 和 32年 3 月 ， 小 田教 授 退 官記 念講演会 に 於 て 発 表 し た ）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 文 　 　 　 　 　 献

1） 小 玉 ・京 野 ： 本 誌 34コ444 （1956）．　　　 2） LoDDER
，　J．＆ NJ ．w ．　KREGER −vA 取 RIJ

，
： The 　 yeasts

（1952）．　　　 3） WlcKERHAM ，　LJ ．： Tech ．　Bull．，　No．1029，　U ．s．　Dept．　Agric．，　washington ，
　D ．　C．（1951）．

4）BEDFoRD
，　C ・L・： Mycologia

， 341628 （1942）．　　　　　　　　 （昭 和 32， 7，25 受 付 ， 経 費著 者 負担 ）

産 膜 酵 母 菌 に 関 す る 研 究 （第 13報）

Hansenula属 （7｝ 分離検 索 した菌種の 分類

小 玉 健 吉 ・京 野 忠 司 ・小玉 正次郎 （小玉 醸 造 株 式 会 社 醗 酵 研 究 室 ）

　著者等 は Pichia属 に 引続き， 新たに 分離しtF　Hansenuta属の 野生株及び WICKERHAMD ，　BEDEORDM の 命

名 した 数株等併せ て 238株 に 就 い て ，
Pichia　Ptに 於 け る と同 様 STELLING −DEKKERs ）．　 LODDER4 ）及 び WICKERH ．

AM1 ）等の 分 類方針を検討 しつ 〜 分類を試み た ，

　
LODDER 等 は Pichia属 に 就い て は ， 胞子 の 形状 を全 く無視し， 糖類 の 同化性 を主要条件 とす る分類方針を採

つ た が ， 本属に 就い て は胞子 の 形状を分類上 の 第一条件 と して 居 る 事 は ， 本属の 胞子が 夫 々 特徴 あ る形 状 を 呈す

る 事実 よ り適 切 な る分 類 方 針 と考 え られ る。し か し著者等 の 様 に 同属中 の 多数の 野生株 に就 い て 検索 した結果よ

り考察す る と，
DEKKER

，　LODDER の 両氏共その 胞子 の形状 に就 い て の 観察が 不適確で あ る事が 認 め られ る．即

ち LODDER 等は 本属の 分類表に 於い て ， 胞子 の 形状に 依 つ て la・Spores＆Lturn −shaped
，
　lb．　Spores　of 　different

shape に 大別 した 後・更 に 糖 類 の 同 化 及 び 醸 酵性に 依 り各菌種に 分類 して 居 るが ，
　LODDER 等の 1b．　Spores　of

different　shape 　（DEKKER の la項 に 該当す る） に属す る 菌種群に 就 い て ， その 胞子 の 形状 を検討 す る と ，

H ．anomOla 　group を始 め 大多数 の 品種が特有の 帽子形 を呈 し，唯　H・∫嶼むθo伽 ∫ の 1種あみ KE6CKERb ）
の

記 載 に 依 る
“Spherical　or 　somewhat 　fiattened

”
の もの で あ り，　 DEKKER ，　LoDDER両氏共大 多数 の specics の

胞 子 が 帽子形 を 呈 し，唯 1 種 の み 異つ た形状を 呈す る もの を 1群 と し，
different　shape とす る事を妥当で な

い と考え られ る．而 も両 氏 共 H ’
suaveotens の 貯蔵標本に 就い て 追試 した 結果，該種 は 既 に 胞 子 の 形 成力 を失つ

て 居 り， 何 れ も原著者 KLOCKER の 記 載に 依 り推載検 討 して い るに 過 ぎない ，しか し著者等が 多数の 新鮮な野

生 株 に 就 い て 再検討 し た 結果 ， LODDER 等 も指摘 し居 る様に H ・suaveolens は H ・saturnus と多 くの 菌学的性質
に 於 い て一致 し て 居 るが，唯胞子の 形状 に 於い て H ・saturVIUS は 典型的な 土星形 で ，中央 に 大油滴 と 共 に 明 ら

か な一
環帯 を有す るが ， H ．　SttaVeetens は各種 培 地 を通 じ，著者等が 先 に 発表 した 6） b ・c ・d 型で 決 して一

環帯

を 認 め られ な い ．こ の 点 W エCKERHAM は新 に 分離 した H ・suaveotens 　NR 寧L ，　Y ・1725 に 就い て ， 胞子の 形状 を

H ．saturaUS の そ れ と比較 した結果，　H ．　suaveotens 種 は一
環帯が極 めて 薄 い の で 油浸装置で も 認 め る事が 出 来な

い が ， apiculate 　appearance で あ る事 は 環帯の 存在 を 暗示す る 旨述 べ
， 両 菌種を Ascospores　Saturn−sliaped ．．　or

spheroidal 　without 　ring の group に 一
括 して い る．こ の 点著者等が多 くの 野生 株及 び 上 述 H ．　suapaetens 　NRRL ，

Y −1725 に 就 い て 再検討 した 結果， 検鏡 の 場合に 於ける子嚢の 方向に よ つ て ，b ・c ・d 型 を呈す る様 に観 察 され
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　　　　　　　　　　　　Fig．　I　Shape 　 of 　the 　 ascospores 　in　 the 　Gcnus 　Hansenuta

（1）　正孟 minuta ， （2 ）　正L　sUvi ‘o‘α ， （3）　f／l　 a〃 lema ‘a　 var ・Subjウet‘iculOsa− atype

（4 ）JJ．　 mrakti ，（5 ） Hsatnrnas ，（6 ） H ．　 cattLfOfnica 　 b 　 type （saturn
−shaped ）

（7 ）一（12） Hsuaveolens ・一・ctype （1emon−shaped 　or 　spherical 　without 　ring ＞

灘
鷲 蠡
　　（6 ＞

（12）

（hat−shaped ）

（la −｝ （2a 丿 L3a 丿 d 　b 〕 C2b ， （3b ＞

（4a ） （5a ） （6a ） 〔7a ） 18a ） （9a ）

（4b ）　　　　（5b ）　　　　　（6b ）　　　　（7b ）　　　　（8b ）　　　　 （9b ）

　　　　Fig ．　II　Pell三cle 　 f（）rmation 　 on 　 malt 　 extract （a ） and 　 assimlation 　 media （b）　　　 「

　　　　（1 ）　正孟 minuta
， （2 ）　正匹　silwicola

， （3）　H 　caltfornica ，
　　　　（4 ）　H ．mrakti ，　（5 ）　H ．　saturnus ，　（6）　H ．　 suaveetens

　　　　（7 ）　Hanomala ，（8 ）　H ．　 qnemata 　fb灯n．α ， （9 ）　H ，　 anomala 　｛brm．∫αひanica
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る が・結論的 に は H ・suaveolens
ノ 種 の 胞子 は一環帯 を 認め られ な い Lemon −shape 　 or 　 spbero 三dal （somewhat

fiattend　witbout 　rin9 ）を塁 す る もの として ，
　 KL6cKER 以来の 諸家同様 H ・saturnus と異る形状と認 め た． そ

れ故著者等は Hansenula 属を最後 に 附した Tablc に 示す様に ，胞子 の la・Hat −shaped 　 lb・Saturn−shaped の

外に新た に lc．　Spores 置emod −shaped ・or 　 spherical （sQmewhat 　flattend）Without 　 ring の 項 を設 け 3 つ の type 　
”

に大別しナら

　先 づ 胞子の 形状 a・Spores　 hat−shaped に属す る菌種群に 就 い て 述べ る．著者等の分：離 し た 野生 株 及 び

WICKERHAM の 分離検討した 数株 （WtCKERHAM よ り送 られ た標 本 ） に 就い て 検討す ると，本菌種群 は麹汁

乃至麦芽汁培地 上 の 皮膜形成 の 有無 に依 り

　2a・一 ・発育良好，25〜26℃
，

3〜4 日後乾燥白色乃至半乾燥性灰白色の 著しい 褶襞 の あ る 皮膜を形成 し， 器壁

に 上 昇 し屡 々 肥厚す る もの ．

　2b……発育不良 僅かに 皮輪をつ くるの み で ， 皮膜 の 形成を認 め ず ，
5 〜 7 日後極め て 菲薄湿潤平滑な皮膜を

つ くる が， 屡 々 不完全な皮膜 の 痕跡を生ず るに 過 ぎない か，全 く皮膜 を つ く らな い もの．

の 2 群 に 分類 され る （附 図参 照），この 中 2b に 類 似 す るもの は，戦前茂木氏 7）が 味噌醸造 に 関す る 酵 母を 検索中，

硝酸塩同化陽性で あ るが皮膜 の 形成 を欠 くもの に 1％ 膨 剛 4 の 類縁属種名とし て，新 た に 設 け た Pseudohansenula

mise 　MOGI 及 び Pseudohansenuta　peiping　MCGI の 2種が あ るが ， そ の 後 WICKERHAM 及び LoDDER 等1ζ依

り Mycelium を欠 くが PseudomyceL 乃至 loose　budding　 cclls を有す る Tribe　Saccharomycetacae 中，胞孑 を

硝酸塩 を 同化す る もの は ， 産膜性を欠 く
一
もすべ て 」艶 膨 祕 4 属 に 編 入 して 居 るの で ，著者等 もこ の 形 成 し広 義の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

Hansenuta属の Diagnosisを妥当と認め る もの で あ るが ，

一
万該属中の species を同定す るに あた り，皮膜形

成 の 有無 は分 類 上 重 視すべ き性質 と考 え る．か S る 見解 よ り著者等 は胞 子 の la項に 属す る もの を 上 述 の 様 に

2a
，
2b に 大別 した 曾

　次 に 2aは LODDER 同様，糖類 の 同化及び 醸酵性 に 依 り表の 様 に 転゚ H ・anomala 　form・α ・
4b・H ・　schneggil 及

び 4cに 細分 した，尚 こ の 中 4b の 且 schnegga 　 1ま著者等 の 野生 株 に は未だ分離 され て 居 な い が，入 江 氏 s）が酒母

中 よ り分離 した報告が あり，同種 標 本 （1．F．O ．　Kinsbi） に 就 い て 著者等が 追試 した 結果，　RaMnose を醸酵 しな

い 事を再確認 し，他の 諸性質 も良 く一致す るので分類表 に 示 しナら　更に 4c は新鮮な野生 株 の 麹汁及び 麦芽汁培

地上25〜26℃
，

3 〜 4 日の 皮膜の 細胞 の 形 状 に 依 り，
6a・H ・anomata （HANSEN ） H ．　 et 　P．　SYDOW の original

type と 6b．　H ．　anomala 　form．　」
’
avanlea （KoDAMA 　et 　al・） に 細 分 した．

　次に 2b に 属す る菌株群 として は H ・minuta ，　H ．　Sitviceta，　 H ・arromala 　var 　Ctferrti ，　 H ・subPelticulesa 等力Sあ る

が ， 之等の 菌種 を夫 々 同定す るに 当 り，LODDER 等は糖類の 同化及び 醗酵性を第一条件と して分類して 居 り，各

々 の species の 記 載中に は何 れ も産 膜性 を全 く欠 くか ，榲 め て 微 弱 で あ る旨を述 べ て い るに も拘 らず，H ．　anomata

uar ．　eiferrti を除 き 「産膜性の 有無」を 分類表の key として 採用して い な い が，著者等が同氏 の 上 述の 菌種標本

に 就 い て 追試 し た結果 ， そ の 胞子は 何れ も hat一蠢haped で （附図参照）， 麹汁 ・麦芽汁及 び エ チ ル ・ア ル コ ール

を炭素 源 とす る液体培地 上 皮膜形成 を全 く欠 くか 極め て 菲薄で あ る事 を再確認 し （附図参照）， 之を spore の 形

状 に 次 ぐ分類条件 とした る後，更 に 糖類 の 醸酵性並び に 同化性 に よ り， 5a，5b ， 5c に細 分 した ．

　そ の 中 5c の 項に 眉す る H ．　subPelliculosa 　BEDFORD 及 び H ・anomata 　var ・ctferrti　LODDER は，第L2報 に於い ／t

て 詳細 に論述 した 通 り， 両者 は胞子の 形状，産膜性微弱 な る事，Maltose を同化す るが 醗酵徴弱乃至陰性 で あ る

事等多 くの 性質が類似して 居 り， 極めて近緑 の もの で あ る．唯前者は ビ タ ミ ン を要求 し，Rhamnose を 同化 し

な い が ， 後者は 反対 に ビ タ ミ ン を要 求 せ ず．Rhamnose を同化す る事 tt於 い て 異 るに 過 ぎな い ．既 it著 者等 は

玖 ）DDER の 命名 に 従 い H ．　anomata の
一

変種 と して var ・ttfettti を採用 した 如 く， 産膜性微弱な事 とビ タ ミ ン 要

求性 とに 於 い て 異る H ．StebPetticutesa を別種 とす る よ りも寧 ろ Hs　anomgla の
一変種 と見倣 した方 が適 当で あ る

と考え る．依つ て 今回原株標本及び之に 近縁 の 著者等の 野生 株 を夫 々 比 較 対 照 し た 結 果 ，H ．　SZtOPeitiCutose

BEDFORD は BEDFORD ，　LODDER 及び WICKERHAM の 提唱 も夫 々考慮し・
H ・anemata ．var ・　ctferril と ビ タ E

ン 要求 を異に す る 近縁種 と見做 し1 分類表 の 7aの 項 に 該当す る H ・subPcltieulosa は新 たに H ・anemata 　 van

subPttlicalesu 　comb ・nov ・とすべ き事 を提唱 し，
7b・H ・anemala 　var ・etferrilとに 細分 し t ．

　 次 に 胞 子 の 形 状 b の Spores　Saturn−shaped 　ic属す る もの は ，
　 la 同様麹汁乃 至 麦芽汁培地 上 の 皮膜形成 の 有無

に 依 り 3a と 3b．　H ．　ealtfomica とに 分類 され る，更 に 3a は糖類の 醸酵性に 依 り 3a　ff・mrakti と 8b　H ・satunlus
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’に 細分 し た．

　 以上が著者等の 分離した Hansenuta 属 の 野生株233株 ， 及び WICKERHAM
，
　BEDFoRD の命名 した菌種 5 株に

就い て 種類同 定結果の 大要で あ るが ， 之等 の菌株群は H ・anomala とそ の
一
r変種 （Ctferrti ），

一
新変種（subPetlicuto

−

su ） と二 品種 （form α ．及 び fbrm．」
’
avanica ），　 H ．　 minuta ，　H ．　 silvicola ，　 H ．　 californiea

，
　 H ．mrakil

，
　 H ．　 saturnus ，

．H ．　 suaveotens に 夫 々 大別 した．

　 今之等菌種 の 検索表 を記すれば次の 通 りで あ る．

　　　　　　　　 丁able ．　Key　tO　the　species 　of 　the　genus　Hansenuta　studied 　by　KODAMA ●雪　ロ1．

　　！a．　Spores　hat−shaped ・…　t・t・・・…　……・・・…　一・・・…　…・・…　一一・・……　……・t−…　−t・・…　（2）

　　 b．　Spores　Saturn−shaped 　・・・…　……………　…・・「・…………・…　……・・…・…・…　（3）

　　 c．Spores　lemon −Shaped 　or 　psherical（s《）mewllat 　flattened） without 　ring ……・……一 …・……H ．　suaveolens

　 2　a．Wcll　developed　pellicle　is　f（）rmed ……’・・…………一・．・一 ．・＿・…・．・・，…（4）

　　 b，No 　pellicle　or 　very 　thin ，　incomplete　pcllicle　is　occasionally 　f｛》rmed …一…・・…一・…・
（5）

　 4a ，　 Glucose，　 saccharose 　and 　raffinose 　 femmented ；maltese 　 assimilated
，
　but　 very 　 weakly 　 or 　 not 　fermented

　 　 　 　．．．．．＿．．．．，『＿．，．＿『呷．．鹽，．．．．．．．＿．．『．．．．．．．．．．，「．．．．．・．r『．，．，．．．，．．．・一．．．rr．．．＿…．，＿＿＿．＿＿ 」H．砌 omaia 　 f（｝rm ．α．

　　 b．Glucosc，　 saccharose 　 and 　 maltose 　fermented，　but　raMnose 　 not ・・…・・t−」t−」・．…・・＿＿ ・．＿・．＿ 且 schmeggil

　　 c．Glucese，　saccharose ，　maltose 　and 　 raMnose 　fermented・一 …・…・一・一・・…（6）

　 6a ．　 CeUs 　a】℃ variabe 　in　shape ……・…・・…・…・・・・・……・・…・・…．．．．．＿．．．．．．，．＿，，，．．＿＿＿．．・H ．　anomatd （orig ．）

　　b．（lell、！。，e　m 。i。 ly ，Qu 。d　t・ … 1……・……・J・・一…一 …：11・・…・…・…………・…H ．・ an ・m ・t・ ・ fo・呵 翩 加

　 5a ．　 Only 　glucose　fermented　and 　assimilated …一・・…・・………・一・…．一…＿．．・…．・…一＿一 …．　H ．　minuta

　　b，Glucose　and 　galactose　fermented　and 　assimilated ．　saccharose 　and 　maltose 　 assi 皿 ilated・…．t・．……＿

　　　 ＿＿＿＿＿・．一一．．＿a・．−t−…………・
ず
…・……・・…………・…・…・…・・……・・…・………・…………・・…・・H ．sitvicola

　　 c．Glucose，　saccharose 　and 　raMnose 　fcr皿 ented ，　maltose 　assimilated 　but　weakly 　or 　nQt 　fcrmented…（7）

　 7a．　Added 　vitamins 　 required …・………一…＿，．・＿＿，．・，＿＿＿．．，一．＿．．．．＿．．．．
　H ．　anomala 　var ．　 sthpellicutosa

　　 b．Added 　vitamins 　 not 　required ・…・．…・…＿．＿…．＿・．．＿．．．，．．＿＿＿＿、＿＿，．．．．＿ H ．　 anemala 　 var ．　ctferrti

　 3a ．　 Well　developed　pellicle　is　formed − ・…・………・一………・・…一・…（8）

　　b．N ・ P・lri・1… 　 in・。 mpl ・t・ thin　 pelli・1・ i・   c　a・i。 nally 　f・・m ・d ・・一 ・・・・・……一 ………… H ・　・al・f・・ni・a

　 8a．　Only 　glucose　fermented…　…・・…・・・…　……一……・t−・・・・…　
………・。…。…・・…………・…・…

　
…・…・…・・H ・mrakU

　　b．Glucose ，
　saccharose 　and 　ra 缶n ｛｝se　fermented・・一………一・……一…・・一・…・＿＿．＿．．，．＿．

　H．　saturnus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総　　　　 括

　著者等が 新 た に 分離し tHans ・ nuta 属 の 野生株233株 ， 及 び WICKERHAM ，　BEDF （）RD の 命名し た 5 株 （原株）

に 就い て ，
DEKKER ，　LODDER ，　WICKERHAM 等の 分類方針 を検討 しつ v ， 胞子 の 形 状，産膜性の 有無 ， 糖類 の

醸酵性並 び に 同化性 及 び ビ タ ミ ン 要求性等に よつ て，新 ナこに 分類 して 検索表 を 作つ た．

　終 りに 臨 み ，終始御指導 を 賜 わ つ た 小田 先生 ， 並 に 御校閲 を戴 き且 つ 種 々 御教示を戴 い た 斎藤先生 ， 照 井 先 生

に 厚 く感 謝 の 意 を表 す る．

　（本報 の 1 部 は 昭和 30年 霊O月 ， 大阪醸造学会主催 の 酵母 に 関す る シ ン ポ ジ ユ ーム に 於 て 発 表 し た ），
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